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【緒言】一般に、ガラス基板上の銀薄膜は、銀/ガラス界面自由エネルギーが高いため、3次元成

長する。しかし、基板と銀との間に適切な界面層を導入することにより、より平坦な成長になる

例が報告されている。本研究では、アルミ界面層を導入した極薄銀薄膜の光学特性が可視光領域

から赤外領域までの広範囲に渡り調査し、界面層の影響を明らかにする。 

【実験方法】抵抗加熱式真空蒸着法により、ガラス基板上に Ag/Al膜、Ag膜を成膜した。Al膜

厚は 1 nmで固定し、Ag膜厚は 6, 10, 15 nmと変化させた。可視光透過率は分光光度計を用い、

赤外領域の光学特性は Si基板上に成膜した試料を、FT/IR を使用して評価した。シート抵抗を四

探針法によって求め、表面形態は原子間力顕微鏡（AFM）を用いて観察した。 

【結果と考察】Fig.1は、各試料の可視光透過スペクトルである。Agの膜厚が 15 nmの時は、界

面層の有無による差がほとんど見られないが、6、10 nmに関しては界面層により大幅に透過率

が向上した。AFM観察の結果、Ag膜厚が 6 nmの表面粗さは、界面層の導入により、 

1.0 nmから 0.6 nmまで減少していることが判明した。また、シート抵抗も、界面層無しの試料

では高抵抗で測定できなかったが、有りの試料では低い値が得られた。したがって、アルミ界面

層により、銀薄膜がより平坦に成長し、その結果、長波長側の透過率が上昇したと思われる。 

Fig.2は赤外反射スペクトルである。銀の膜厚が 6、10 nmに関しては界面層があることでより

高い反射特性が得られ、膜厚が薄いほど界面層の影響が強く現れることが判明した。以上の結果

から、極薄銀薄膜はアルミ界面層の導入により、平坦な成長になることで、光学特性も大きく変

化することがわかった。 

 

 Fig.1 The transmittance spectra in  

the visible region of Ag and Ag/Al 

samples on glass substrates. 

Fig.2 The reflectance spectra in  

the infrared region of Ag and Ag/Al 

samples on Si substrates. 
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